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累

昭
和
三
＋
年
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。
　
荒
屋
服
部
政
平
さ
ん
　
串

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穣

が
、
そ
の
こ
ろ
は
今
み
た
い
な
化
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穣

肥
料
が
無
か
っ
た
の
で
、
山
崎
の
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宰

ま
で
人
糞
を
も
ら
い
に
行
っ
た
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宰

で
す
．
ま
た
、
少
し
で
も
肥
し
に
と
　
　
　
　
　
繍

全
部
の
水
田
に
レ
ン
ゲ
草
を
植
え
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穣

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊

り
　
大
豆
や
麦
も
作
っ
て
青
刈
り
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊

し
て
す
き
込
み
ま
し
た
。
こ
の
写
真
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
累

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穣

は
、
種
採
り
用
の
レ
ン
ゲ
草
を
三
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宰

ノ
ほ
ど
作
っ
た
と
き
、
県
の
役
人
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
霊

視
察
に
き
た
と
き
の
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
宰

　
戦
時
中
は
労
働
力
が
不
足
し
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郁
壌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陵
宰

懸
砦
懸
懸
砦
砦
盤
軸
軸
軸
軸
聾
砦
軸
軸
懸
勢
弾
砦
磐
軸
懸
砦
赫
鮨
懸
軸
藤
鱒
軸
砦
艇

1月11日～2月10日

　
　
の
馳鑑

　
　
髄

　
　
で

ん
い

さ
怠

怠
れ

謬
忘

翁
ー
4

■母親学級

　1月22日　産褥と赤ちゃん保育／上村病院／12：30～13：00

■妊婦検診

　1月22日　上村病院／13：30～14：00

■冬場のゴミ処理のお願い

★決められた、日時を必ず守ってください。ゴミを出す時

　　間は、朝の6時～8時までです。

★雪のため収集時間が遅れる場合があります。

★ゴミステーションは、除雪をし、車の通行の邪魔になら

　　ないようにお願いします。

　★不燃物は、絶対に出さないでください。

　　　　　　　電灘雛薩鑛灘藝灘

　中里村テレビ局（鹿渡発電所上方）の新潟テレビ21の

電波発信工事が終了し、12月27日から試験電波を発信

しています。テレビ番組を有効に生かし、教養を高め

ましょう。

1月I　I日　　　　月　　H

11㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

⑬㈲
休日救急医（津南病院865－3161）

14（月）
とり追い

農地法関係許可申瞭〆切

⑮㈹
休日救急医（富田医院含52－3269）

成人の日　どうらく神焼き

18㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

⑳（日）
休日救急医（大島医院852－2957）

22㈹
妊婦検診　母親学級（右参照）

25㈹

心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

認可保育所入所面接相談日
　9：00～12100芋沢、田沢、東田沢、如来寺、豊里、桂、

　　　　　　　田中、小原、干溝
　13：00～16：00上山、荒屋、山崎、通り山、桔梗原、高道山

　　　　　　　朴木沢、朴木沢新田、市之越、鷹羽、

　　　　　　　白羽毛、程島、東田尻、芋川新田

⑳㊨
休日救急医（中条病院費57－3018）

1⑨
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

羅
休日救急医（上村病院費65－2111）

4（月）

交通事故穆勒相談所（十日町市役所10：00～15：00）

8㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16二〇〇）

輝㈱
休日救急医（津南病院魯65－3161）

2月21日、22日　確定申告納税相談日
　　　　　　　（役場議場10100～16：00）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
’
を
着
用
し
よ
う
μ

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
遮

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
老

人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
シ
メ
縄
講
習

会
が
開
か
れ
た
時
の
写
真
で
す

　
わ
ら
仕
事
に
自
信
の
あ
る
お

年
よ
り
た
ち
も
、
講
師
先
生
の

教
え
に
従
い
す
ば
ら
し
い
し
め

縄
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

組
竈
笛
困

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広
報
な
か

さ
と
を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
小
雪
と
う
わ
さ
さ
れ
て
い
た

今
冬
も
、
十
二
月
二
十
八
日
現

在
、
役
場
で
マ
七
斌
に
達
し
、

午
後
一
時
、
豪
雪
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
豪
雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ

て
も
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報

が
大
切
で
す
。
雪
崩
発
生
の
危

険
や
道
路
の
不
通
な
ど
の
情
報

を
お
願
い
し
ま
す
。
生
命
線
の

確
保
の
た
め
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　あけましておめでとうございます。今回は新年、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く号としまして、みなさんの代表であります村議会1
議員さんの抱負を紹介します。今年も村の発展のi

ために、行政と村民とが一体となって努力してい：

　あけましておめでとうこざいます。今回は新茸
号としまして、みなさんの代表であります村議会

議員さんの抱負を紹介します。今年も村の発展¢

ために、行政と村民とが一体となって努力してじ

きましょう。

㎜事環
⑦争奪の抱負

②中麟螂闘点に取り韻麟ければな鱒
　い事業纏

③騨の灘化姻醜賦はどう猟耀
　去鈴と懸い嚢マか。

，

議員抱負を語る

　
　
　
　
　
　
　
山
岸
巳
之
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
　
長
）

①
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
、
わ
が
村
が
取
り
残

さ
れ
な
い
よ
う
、
交
通
体
系
の
確
立
に
頑
張
り

た
い
。
ま
た
雪
を
克
服
し
利
用
し
た
明
る
い
雪

国
の
生
活
基
盤
樹
立
の
た
め
頑
張
り
た
い
。

②
首
都
圏
に
最
短
距
離
で
あ
る
、
国
道
三
五
三

号
線
の
改
良
整
備
、
特
に
十
二
峠
の
冬
期
の
無

雪
化
の
実
現
。

③
若
者
た
ち
が
村
に
定
着
で
き
る
よ
う
に
ス
キ

ー
場
等
の
観
光
開
発
や
リ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施

設
の
設
置
、
企
業
等
の
誘
致
に
よ
る
働
ら
く
場

の
確
保
・
観
光
土
産
品
等
中
里
村
の
特
産
物
の

開
発
、
道
路
整
備
に
よ
る
平
場
地
区
の
都
市
計

画
。

●
服
騨
覇

①
地
域
に
適
し
た
産
業
の
充
実
と
発
展
を
図
る
。

②
局
冷
地
土
地
利
用
、
よ
り
有
利
な
販
売
を
確

保
す
る
た
め
に
野
菜
の
予
冷
設
備
、
球
根
類
の

貯
蔵
設
備
を
完
備
す
る
。

蓮茎

③
三
五
三
号
線
の
早
期
完
遂
を
図
る
。
中
里
村

物
産
展
を
開
催
す
る
。
四
季
を
通
し
て
嫁
婿
対

策
の
具
体
化
を
図
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
楽
実
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
・
文
教
副
委
員
長
）

①新し

い
年
を
迎
え
て
、
あ
の
恐
し
い
戦
争
か

ら
四
十
年
村
民
は
血
の
に
じ
む
苦
し
み
に
よ
り

今
日
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。
核
兵
器
全
面
禁

止
と
住
民
生
活
優
先
の
政
治
実
現
に
奮
闘
す
る
。

　
　
　
　
　
ブ
つ
ヨ

②
農
業
収
入
＋
賃
労
働
に
よ
る
収
入
は
村
民
に

と
っ
て
大
き
い
。
村
民
の
要
求
に
応
え
一
つ
で

も
多
く
の
公
共
事
業
を
起
し
不
況
か
ら
脱
却
。

③
中
里
村
の
過
疎
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る

そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
部
分
は
人
口
推
移
を
見

て
も
、
生
産
年
齢
者
が
減
り
続
い
て
い
る
事
。

村
の
発
展
は
働
く
人
口
の
増
え
る
こ
と
に
あ
る

若
者
の
就
労
の
場
を
考
え
る
事
が
急
務
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
高
井
　
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
・
経
済
委
員
）

①
一
期
に
引
き
続
き
、
村
政
に
関
す
る
情
報
を

村
民
に
提
供
し
、
要
望
を
把
握
し
て
村
政
に
反

映
さ
せ
る
。
地
域
開
発
等
村
政
に
関
し
、
行
政

と
一
緒
に
な
っ
て
、
考
え
協
力
し
活
動
す
る
。

②
実
現
性
の
諸
問
題
か
ら
、
行
政
の
選
択
事
業

に
応
援
協
力
す
る
。
そ
れ
は
村
民
所
得
の
向
上

に
関
す
る
事
業
が
最
優
先
で
あ
る
べ
き
だ
。

③
中
里
村
は
、
小
規
模
の
行
財
政
で
あ
る
。
活

性
化
を
は
か
る
た
め
に
は
、
人
材
養
成
と
、
村

民
間
の
交
流
に
よ
る
、
心
の
つ
な
が
り
を
必
要

と
す
る
。
人
間
関
係
の
改
善
が
最
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
南
雲
　
宗
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
副
議
長
）

①
中
里
村
に
係
る
、
清
津
川
ダ
ム
建
設
と
、
国

鉄
信
濃
川
水
力
発
電
再
開
発
計
画
が
な
さ
れ
て

い
る
。
村
の
将
来
の
利
、
不
利
益
に
大
き
な
影

響
が
生
じ
る
。
住
民
一
体
に
な
っ
て
対
策
を
考

え
た
い
。

②
点
在
小
集
落
が
多
く
、
し
か
も
自
然
環
境
の

支
配
が
山
地
ほ
ど
多
い
、
「
災
害
の
な
い
安
心
し

て
住
め
る
村
」
づ
く
り
に
心
し
て
取
組
む
べ
き
だ
。

③
当
間
山
麓
地
域
の
観
光
導
入
を
推
進
し
、
資

源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
村
全
域
の
農
業
観
光

の
完
成
を
な
し
定
住
者
の
促
進
を
図
り
た
い
。

関
係
者
、
な
ら
び
に
村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
正
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
建
設
委
員
）

①
村
内
の
視
察
、
若
い
人
た
ち
と
の
意
見
交
換

都
会
と
の
交
流
会
を
通
し
、
身
体
で
感
じ
た
知

識
を
村
の
発
展
の
た
め
に
役
立
て
た
い
。

②
観
光
開
発
、
観
光
地
の
見
直
し
、
清
津
峡
、

小
松
原
、
七
ツ
釜
、
ス
キ
ー
場
予
定
地
の
調
査

研
究
事
業
を
再
認
識
し
、
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
中
で
村
の
特
産
物
（
花
卉
）
を
開
発

す
る
。

③
村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
行
政
と
村

民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
べ

き
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

Nb．　342　60．1　．10とマ

う

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
豊
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
文
教
委
員
）

①
国
政
に
押
さ
え
込
ま
れ
る
自
治
体
財
政
と
農

政
の
現
状
の
中
で
、
住
民
側
か
ら
の
対
応
に
意

欲
を
持
っ
て
の
ぞ
み
た
い
。
ま
た
行
政
に
対
す

る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
重
視
す
る
議
会
を
目
指
す
。

②
統
合
中
学
発
足
の
年
。
学
校
経
営
に
万
全
を

期
す
事
。
国
県
道
改
良
に
行
政
は
も
っ
と
住
民

の
中
に
飛
び
こ
み
促
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

③活

性
の
中
味
は
経
済
活
動
と
精
神
・
生
活
文

化
と
思
う
。
都
会
を
モ
デ
ル
に
し
て
は
な
ら
な

い
。
文
明
が
文
化
を
破
壊
し
て
い
る
今
こ
そ
、

農
山
村
独
自
の
生
活
文
化
を
築
い
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。
価
値
観
を
問
い
直
す
時
期
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
賢
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
建
設
委
員
）

先
進
地
を
見
て
回
り
ま
し

た
が
、
中
里
村
で
は
村
独
自
の
立
地
条
件
を
活

か
し
た
開
発
整
備
が
基
本
だ
と
思
い
ま
す
の
で

こ
の
線
に
そ
っ
て
努
力
す
る
心
算
で
す
。

②
甲
里
村
の
産
業
振
興
の
重
大
課
題
で
あ
る
特

産
物
作
り
に
は
各
層
か
ら
の
幅
広
い
研
究
開
発

機
関
を
設
け
積
極
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

③
地
域
の
発
展
は
地
域
住
民
の
協
力
な
く
し
て

は
達
成
で
き
な
い
。
共
通
し
た
立
地
条
件
の
中

で
、
い
か
に
し
て
協
力
態
勢
を
つ
く
っ
て
ゆ
く

か
が
、
村
の
活
性
化
の
要
因
で
あ
る
と
思
う
。

▲4月開校を待つ中里中学校

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
宇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
建
設
副
委
員
長
）

①
町
村
合
併
以
来
三
十
年
と
な
り
、
ま
す
ま
す

村
行
財
政
運
営
も
複
雑
高
度
化
い
た
し
ま
し
た
。

職
責
遂
行
の
た
め
更
に
研
鐵
し
、
行
政
執
行
が

健
全
か
つ
能
率
的
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

②
当
面
の
間
題
と
し
て
国
鉄
信
濃
川
水
力
発
電

再
開
発
計
画
に
伴
う
地
域
の
環
境
保
全
と
整
備

お
よ
び
補
償
等
の
対
応
に
取
り
組
み
た
い
と
思
う
。

③
村
の
経
済
環
境
の
好
転
は
期
待
で
き
な
い
が

村
民
の
皆
様
の
活
力
に
よ
り
長
期
的
発
展
基
盤

を
整
備
し
一
村
一
品
生
産
が
提
唱
さ
れ
て
い
る

折
か
ら
各
戸
で
観
賞
と
実
益
を
か
ね
梅
の
植
栽

を
し
村
内
を
「
梅
の
里
」
に
し
て
は
い
か
が
と
考

え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
関
谷
　
慈
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
文
教
委
員
）

①
乙
丑
年
、
丑
の
歩
み
は
遅
く
と
も
、
一
歩
一

歩
堅
実
な
歩
み
に
よ
っ
て
村
づ
く
り
に
遭
進
し

た
い
。
特
に
、
嫁
婿
不
足
問
題
に
取
り
取
み
、

若
者
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
り
た
い
。

②
国
道
三
五
三
号
線
を
は
じ
め
道
路
の
整
備
と

周
辺
の
農
地
の
改
良
等
、
積
極
的
な
国
費
の
導

入
に
よ
り
生
産
力
の
基
盤
づ
く
り
を
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

③
行
政
は
村
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
村
民
は
行

政
へ
の
信
頼
感
を
高
め
、
公
民
館
活
動
を
通
じ

話
し
合
い
の
場
を
活
発
化
し
、
村
民
参
加
の
村

づ
く
り
を
図
り
、
村
民
一
人
一
人
に
、
生
き
が

い
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
　
昭
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
経
済
委
員
）

①
村
内
に
は
適
齢
期
の
未
婚
青
年
が
、
非
常
に

多
い
事
、
中
里
村
の
将
来
の
発
展
を
思
う
に
、

二
年
目
の
議
員
生
活
を
迎
え
る
に
当
り
、
私
は

真
剣
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
冬
期
間
の
交
通
の
確
保
が
一
番
必
要
で
あ
る

そ
れ
に
は
国
道
三
五
三
号
線
お
よ
び
県
道
中
深

見
田
沢
停
車
場
線
の
、
早
期
達
成
が
必
要
で
す
。

③
本
年
度
は
町
村
合
併
以
来
取
り
組
ん
で
き
た

一
村
一
中
学
校
の
長
い
夢
が
い
よ
い
よ
実
現
し

た
。
村
民
融
和
の
た
め
に
も
二
十
一
世
紀
に
向

け
て
教
育
立
村
と
し
て
も
立
派
に
育
て
明
る
い

村
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

繊
マ
裟
崔

　
　
　
㎏

　
　
　
』

　
　
停
黍
・
騨
鵜
難
晦
脂

①
一
年
目
は
勉
強
の
年
だ
と
考
え
て
お
っ
た
が
、

ま
だ
ま
だ
議
員
と
し
て
の
真
の
資
格
を
身
に
つ

け
得
た
と
は
思
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
村
政
発

展
へ
の
道
は
こ
れ
だ
と
い
う
方
向
が
見
い
出
せ

な
い
。
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
て
真
髄
を
つ
か

み
た
い
。

②
学
校
教
育
の
環
境
整
備
、
お
よ
び
道
徳
教
育

の
強
化
、
家
庭
教
育
の
健
全
化
に
取
組
む
必
要

が
あ
る
。

③
村
の
活
性
化
は
何
ん
と
い
っ
て
も
道
路
の
整

備
、
特
に
国
道
三
五
三
号
線
の
早
期
改
良
整
備

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
化
も
農
業
も
観
光
も
、

総
て
の
振
興
開
発
の
基
礎
と
な
り
基
本
と
な
る
。
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斉
喜
　
勝
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
建
設
委
員
長
）

①
皆
様
の
ご
意
見
等
で
き
る
限
り
村
政
に
反
映

す
べ
く
努
め
ま
す
。

②
ま
ず
、
お
互
い
に
健
康
で
あ
る
こ
と
、

の
健
康
管
理
が
大
切
で
あ
る
。

村
民

③
村
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
を
図
る
に
は
い
ろ

い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
教
育
「
人
づ
く

り
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
義
務
教
育
は
も
ち

ろ
ん
社
会
教
育
等
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
小
巻
沢
春
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
文
教
委
員
）

①
一
年
間
の
議
員
生
活
を
基
に
し
て
中
里
村
が

直
面
し
て
い
る
様
々
な
問
題
に
対
し
て
よ
り
多

く
の
知
識
を
学
び
村
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
べ

く
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
現
在
進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
国
道
三
五
三
、

一
一
七
号
線
・
広
域
農
道
・
教
育
学
校
関
係
・
水
資

源
の
確
保
・
水
田
利
用
三
期
対
策
・
企
業
誘
致

③
交
通
通
信
体
系
の
整
備
と
冬
期
間
の
除
雪
体

制
を
完
壁
に
し
て
地
場
産
業
の
育
成
と
共
に
企

業
誘
致
観
光
開
発
を
進
め
対
外
と
の
交
流
が
円

滑
に
で
き
る
様
に
し
て
お
の
お
の
が
村
の
活
性

化
の
た
め
に
努
力
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
服
部
安
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
経
済
委
員
長
）

①
重
要
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
議

員
は
お
の
お
の
の
立
場
で
十
分
話
合
い
、
村
の

進
路
を
誤
ら
な
い
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
国
道
三
五
三
号
線
の
早
期
完
全
無
雪
化
と
、

広
域
農
道
の
大
幅
予
算
の
獲
得
に
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。

③
村
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
畜
産
業
の
振
興
と
、
道
路
整
備
を
促
進
し

て
企
業
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
、
若
者
が
定
着

で
き
る
よ
う
な
施
設
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　新年あけましておめでとうございます。みなさまにはご健勝

にて輝かしい新春を迎えられたこととお慶びを申し上げます。

新年にあたりまして一言抱負を述べさせていただきます。

　今年は多年の悲願でありました一村一中学校がいよいよ開校

の運びとなりました。長年にわたる先輩諸兄のご心労を頂いた

同校が村制施行30年目にして実現することは、教育100年の大計

と村民融和の基礎として大きな役割を果すものと期待をしてい

ます。田沢小学校の改築は、昭和61年度に着手する計画です。

　農業振興につきましては、苗場山麓開発の小松原工区が完了

することから、本格的な高冷地野菜生産基盤づくりを行うとと

もに、特産物の開発に力を入れて参ります。また、高道山地区

から開設されている広域農道整備事業も順調に進み、倉俣橋、

（仮称）の着手も間近と思われます。

　道路改良にっきましては、国道353号線の十二峠付近の冬期

交通確保、宮中⇔山崎間の道路改良、国道117号線の清津大橋（仮

称）の架設とそれに続く、荒屋・山崎・上山地内の改良促進、

更に倉俣地域の改良など重要課題が山積しています。

　観光面では、当間山麓のスキー場開発と清津峡、七ツ釜の有

効活用を促進します。

　なお、貝野地区では本年より信濃川発電所第5期工事が本格

的に取り組まれて参ります。十分な討議を行い同工事が地域の

発展につながるよう努力いたします。

　厳しい財政事情ではありますが、村政の発展のために積極的

に取り組んで参りますので、村民各位のご協力をお願いします。

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
新
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
経
済
副
委
員
長
）

①
議
員
生
活
一
力
年
を
経
過
し
行
政
と
い
う
事

が
少
し
づ
つ
分
り
つ
つ
あ
る
が
、
な
お
、
一
層

の
努
力
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

②
地
域
特
産
物
の
振
興
と
育
成
な
ら
び
に
関
東

方
面
の
最
短
距
離
で
も
あ
り
近
隣
市
町
村
の
玄

関
口
と
し
て
も
国
道
三
五
三
号
線
の
早
期
改
良

と
無
雪
化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
王
信
越
国
立
公
園
の
中
の
一
画
を
し
め
他
市

町
村
に
ひ
け
を
取
ら
な
い
地
の
利
を
得
て
い
る

の
で
観
光
開
発
に
力
を
入
れ
、
ま
た
、
当
間
山

麓
ス
キ
ー
場
開
発
の
早
期
実
現
を
計
り
村
に
活

力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

辞の頭年

賢造
長
村

村
里
上

中

※
掲
載
順
序
は
議
員
番
号
順
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
服
部
　
繁
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
経
済
委
員
）

①
中
里
村
の
立
地
条
件
を
生
か
し
た
、
豊
か
な

村
づ
く
り
の
た
め
、
村
内
を
良
く
見
聞
し
、
勉

強
、
研
修
に
励
み
、
村
政
に
反
映
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

②
農
産
物
加
工
工
場
を
作
り
、
農
産
物
の
価
格

安
定
を
計
る
事
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
、

市
場
お
よ
び
販
路
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
す
る

べ
き
で
あ
る
。

③
・
同
齢
化
の
進
ん
で
い
る
わ
が
村
に
と
っ
て
活

性
化
と
は
、
若
者
が
U
タ
ー
ン
し
て
こ
ら
れ
る

職
場
を
作
る
事
で
あ
り
そ
の
た
め
に
は
観
光
開

発
企
業
誘
致
に
最
大
限
の
努
力
が
必
要
と
思
う
。
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村
内
に
は
、
雪
崩
危
険
箇
所
が
五
十
幽
箇
所
あ
り
ま
す
。
雪

崩
の
予
知
は
非
常
に
難
か
し
く
、
素
人
で
は
的
確
な
判
断
が
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
発
生
場
所
で
は
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
過
去
に
も
起
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
雪
崩
に
つ
い

て
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
雪
崩
の
種
類
に
は
次
の
六
種

類
が
あ
り
ま
す
。

閣
、
点
発
生
乾
雪
表
層
雪
崩

　
気
温
が
低
く
降
雪
中
に
起
こ

り
や
す
い
。
雪
距
、
樹
枝
、
露

岩
な
ど
か
ら
落
ち
た
小
雪
塊
が

誘
因
と
な
り
や
す
い
。

二
、
面
発
生
乾
雪
表
層
雪
崩

　
気
温
が
低
い
と
き
、
既
に
積

っ
た
か
な
り
の
積
雪
の
上
に
数

十
七
形
以
上
の
新
雪
が
あ
る
と
き

に
起
こ
り
や
す
い
。
低
い
気
温

が
続
く
間
、
降
雪
中
、
降
雪
後

を
問
わ
ず
起
き
ま
す
。
巨
大
な

雪
煙
を
伴
い
、
発
生
源
か
ら
数

キ
。
に
達
す
る
こ
と
が
あ
り
、
大

災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

三
、
面
発
生
乾
雪
全
層
雪
崩

　
本
州
で
は
、
斜
面
上
の
既
に

積
っ
た
雪
の
上
に
、
気
温
が
低

い
時
急
速
に
多
量
の
新
雪
が
積

る
と
、
そ
の
荷
重
で
、
斜
面
上

の
積
雪
全
層
が
幅
広
く
落
ち
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
表
層
の
乾

い
た
新
雪
層
は
、
雪
煙
と
な
っ

て
山
麓
か
ら
遠
く
ま
で
達
し
ま

す
。

四
、
点
発
生
湿
雪
表
層
雪
崩

　
二
十
～
三
十
諺
積
っ
た
新
雪

層
が
、
良
天
暖
気
に
さ
ら
さ
れ

た
と
き
起
き
ま
す
。
湿
っ
た
雪

の
層
が
く
さ
び
状
に
、
し
か
も

ち
ぢ
ま
る
よ
う
に
運
動
を
し
始

め
斜
面
が
長
け
れ
ば
、
く
ず
れ

て
流
れ
る
よ
う
に
発
生
し
ま
す
。

小
規
模
な
も
の
が
多
い
。

五
、
面
発
生
湿
雪
表
層
雪
崩

　
降
雪
後
、
天
気
が
良
く
気
温

が
上
っ
た
と
き
に
発
生
し
や
す

い
。
面
発
生
乾
雪
表
層
崩
の
な

だ
れ
層
の
雪
が
水
分
を
含
ん
で

い
る
場
合
で
す
。

六
、
面
発
生
湿
雪
全
層
雪
崩

　
春
先
の
融
雪
期
に
多
い
が
、

冬
で
も
気
温
が
高
い
と
起
こ
り

や
す
い
。
斜
面
上
の
頂
上
近
く

に
雪
の
表
面
か
ら
地
面
ま
で
、

：勢・￥　18度以上で

割
目
が
で
き
、
地
面
と
積
雪
下

部
と
の
間
に
雪
ど
け
水
が
流
れ

て
す
き
間
が
で
き
て
く
る
と
雨

の
日
と
か
暖
か
い
日
に
発
生
し

大
規
模
な
も
の
が
多
い
。

な
だ
れ
の
誘
因

　
な
だ
れ
の
誘
因
を
大
き
く
分

け
る
と
、
地
形
、
気
象
、
振
動
・

衝
撃
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
地
形
的
に
は
、
斜
面
の
傾
斜

が
三
五
～
五
十
度
が
発
生
し
や

す
く
特
に
四
十
度
前
後
が
一
番

危
険
視
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地

表
面
が
な
め
ら
か
な
露
岩
と
か

サ
サ
、
ス
ス
キ
、
ヵ
ヤ
な
ど
の

す
べ
り
や
す
い
草
木
で
お
お
わ

れ
て
い
る
場
合
も
発
生
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
斜
面
の
方
位
と
し
て
は
、
南

面
斜
面
が
発
生
し
や
す
く
、
北

較
的
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
気

温
の
上
昇
に
伴
っ
て
一
度
に
雪

崩
れ
る
危
険
性
が
大
き
い
。

　
気
象
面
で
は
、
低
温
下
で
大

量
の
降
雪
が
あ
る
と
表
層
な
だ

れ
の
危
険
を
伴
う
。
国
鉄
新
潟

局
で
は
「
気
温
マ
イ
ナ
ス
三
度

以
下
で
一
日
十
五
七
㌧
以
上
の
降

雪
が
二
～
三
日
以
上
継
続
し
た

ら
表
層
雪
崩
を
警
戒
す
る
」
と

条
文
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夜
間
の
気
温
が
プ
ラ

ス
を
持
続
し
た
時
も
厳
戒
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

r
き
！
馨
蒔
臼
蒔
旨
き
』
酵
鯉
・
き

箸
g
ヲ

き　　チ　エの　　

崩防止柵から大きくはみ出す雪び

見通し角度からの

　　危険度の判断
図1

　
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
は
、
ど

こ
の
集
落
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

規
定
を
設
け
て
実
施
し
て
い
る

所
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し

そ
の
規
定
は
、
い
ろ
ん
な
関
係

で
守
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

の
よ
う
で
す
。

　
十
二
月
十
二
日
、
村
議
会
社

会
文
教
委
員
会
と
婦
人
会
が
総

合
セ
ン
タ
ー
で
冠
婚
葬
祭
の
簡

素
化
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
は
、
始
め
に
婦

人
会
の
杉
谷
ミ
サ
さ
ん
、
清
滝

見
透
し
角
度
で
危
険
の
判
定

　
雪
崩
は
、
発
生
源
、
走
路
、

堆
積
の
三
つ
か
ら
成
り
立
ち
、

発
生
源
か
ら
堆
積
地
末
端
を
結

ぶ
線
の
仰
角
の
最
小
値
は
、
表

層
雪
崩
…
：
二
八
度
、
全
層
雪

崩
…
…
二
四
度
程
度
（
図
一
参

照
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
生
箇
所
は
過
去
に
も

　
雪
崩
発
生
箇
所
は
、
過
去
に

も
発
生
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
裏
に
山
が
控
え

て
い
る
家
で
は
、
過
去
に
発
生

し
た
こ
と
が
あ
る
か
を
調
べ
、

低
温
つ
づ
き
で
降
雪
が
い
く
日

も
続
く
時
は
十
分
注
意
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
き

の

、

2

マ
サ
子
さ
ん
、
高
橋
チ
エ
子
さ

ん
が
、
各
集
落
の
現
状
を
話
さ

れ
、
病
気
見
舞
の
お
返
し
、
結

婚
式
の
三
日
の
茶
の
祝
金
、
結

婚
式
自
体
の
簡
素
化
、
葬
儀
に

伴
う
手
伝
い
の
あ
り
方
、
改
築

に
伴
う
お
返
し
な
ど
に
つ
い
て

問
題
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、

五
人
の
議
員
か
ら
、
病
気
見
舞

の
お
返
し
を
し
な
か
っ
た
こ
と

や
結
婚
式
の
費
用
を
低
く
押
え

た
こ
と
な
ど
の
体
験
談
を
ま
じ

え
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
簡
素
化
に
つ
い
て
は
、
全
村

を
上
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
し
、
今
後
こ
の
問
題
を
更

に
輪
を
広
げ
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▲村全体でやらないとだめだの一
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㊥
田
㊧
管

　
　
　
建
物
火
紹
火
は

（
全
焼
十
一
棟
、
半

部
分
焼
十
五
棟
）
と

　
　
　
村
内
で
の
建

で
、
お
互
い
を
助
け
合
う
制
度

が
交
通
災
害
共
済
で
す
。

　
た
だ
今
、
六
十
年
度
の
加
入

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
隣
組
長
さ
ん
が
各
世
帯
に
申

込
み
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
く
だ
さ
い
。

　
　
（
窓
口
　
役
場
戸
籍
係
）

難畢勤

・

一
　
か
ら
示
さ
れ
た
安
全
対
策
案
で
　
　
区
と
清
津
川
土
地
改
良
区
力
あ
一

電
線
に
注
意
を

水
の
確
保
が
難
し

　
　
　
　
　
　
ぜ

　
　
特
に
次
の
こそ

　
　
◎
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
や
移
動
は

　
　
　
　
　
を
　
　
し
て
か
ら
ロ

衝
◎
幼
児
・
老
人
等
は
・
避
難
し

㊧
　
　
や
す
い
場
所
に
就
寝
さ
せ
る
。

田
◎
ス
ト
ー
ブ
の
回
り
の
洗
濯
物

㊧
に
注
意
を
。

　
　
※
　
泡
消
火
器
は
、
気
温
が
0

　
　
　
度
以
下
に
な
り
ま
す
と
、
中

　
　
　
の
薬
液
（
水
）
が
凍
結
し
て

　
　
　
出
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
凍

　
　
　
結
し
な
い
よ
う
な
場
所
に
設

　
　
　
置
し
て
く
だ
さ
い
。

一
日
一
円

交
通
災
害
共
済
に
加
入
を

　
本
格
的
な
雪
下
ろ
し
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。
最
近
の
電

線
は
改
良
さ
れ
、
滅
多
に
切
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
雪

下
ろ
し
等
に
は
十
分
注
意
を
し

ま
し
ょ
・
つ
。

★
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対
に
さ

　
わ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

★
冒
下
ろ
し
の
際
、
引
き
込
み

　
線
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
電
線
事
故
が
発
生
し
た
ら
す

ぐ
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
ま

で
（
盤
五
二
⊥
三
〇
七
）

　
割
賦
飯
売
法
の
改
正

　
最
近
、
商
品
分
割
払
い
で
の

ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「
割
賦
販
売
法
」
が

十
二
月
一
日
よ
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

★
改
正
の
要
点

●
取
引
条
件
の
表
示
お
よ
び
書

　
面
の
交
付

　
適
正
な
契
約
判
断
に
資
す
る

　
た
め
の
取
引
条
件
の
表
示
お

‘
匿
、
、
、
、
、
、
2
藷
髄
講
壁
『
』

　
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
交
通
事
故
に
対
処
す
る

た
め
、
一
日
一
円
の
安
い
掛
金

は
、
施
設
整
備
計
画
と
し
て
温

泉
街
か
ら
約
六
百
灯
入
っ
た
ヤ

ゲ
ン
沢
付
近
に
折
り
返
し
地
点

（
広
場
）
を
設
け
、
そ
の
間
の

歩
道
に
安
全
柵
を
設
け
る
。
ま

た
、
ヤ
ゲ
ン
沢
か
ら
第
一
休
憩

所
ま
で
は
鎖
を
取
り
付
け
た
い

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は

利
用
者
に
対
し
安
全
指
導
を
行

う
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
村
で
は
、
安
全
施
設

の
早
期
完
了
を
強
く
要
望
し
て

よ
び
締
結
し
た
契
約
内
容
の

確
認
に
資
す
る
た
め
、
書
面

の
交
付
の
義
務
づ
け
。

●
坑
弁
権
の
接
続

立
替
払
い
を
利
用
し
た
が
、

販
売
業
者
か
ら
商
品
が
こ
な

か
っ
た
り
、
引
き
渡
さ
れ
て

も
商
品
に
暇
疵
が
あ
る
場
合

等
、
割
賦
購
入
あ
っ
せ
ん
業
者

（
信
販
）
へ
支
払
い
を
拒
絶
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
（
四
万
円
以
上
）
。

●
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無
条
件

解
約
）
の
期
問
延
長

四
日
↓
七
日

・
叩
目
の
変
更

健
康
食
品
、
化
粧
品
、
は
き

物
、
印
カ
ン
等
追
加
。

●
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
方
式
に
も
法

律
の
適
用

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
方
式
（
あ
ら

　
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
金
額
内

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
規
模
が

小
さ
い
こ
と
や
維
持
管
理
だ
け

で
あ
る
こ
と
、
組
合
員
が
重
複

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
合
併

す
る
よ
う
県
の
指
導
を
受
け
て

い
ま
す
。
村
で
は
、
今
ま
で
に

三
回
検
討
委
員
会
を
開
き
ま
し

た
α
十
二
月
二
十
四
日
に
は
、

県
が
招
集
し
た
合
併
推
進
協
議

会
が
役
場
で
開
か
れ
、
県
・
村
関

係
者
と
両
土
地
改
良
区
の
委
員

（
各
五
人
）
が
集
ま
り
、
今
後

を
何
回
で
も
使
え
る
が
、
返

済
は
一
定
金
額
を
毎
月
支
払

・
フ
も
の
）

無
リ
ン
　
剤
を

　
　
　
　
　
　
い
ま
し
ょ
う

　
有
リ
ン
合
成
洗
剤
を
使
用
し

ま
す
と
、
川
や
湖
な
ど
の
水
が

栄
養
過
剰
と
な
っ
て
、
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
や
植
物
が
異
常
に
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
悪
臭
を
発
し
た
り
魚

が
死
ぬ
場
合
も
で
て
き
ま
す
。

　
洗
剤
を
購
入
す
る
と
き
は
、

品
質
表
示
を
よ
く
見
て
、
無
リ

ン
の
合
成
洗
剤
や
粉
石
ケ
ン
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
洗
剤
の
使
い
過
ぎ
は

無
駄
に
な
る
上
に
、
河
川
を
汚

す
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
カ

ッ
プ
で
適
量
を
計
っ
て
使
用
し

ま
し
よ
・
フ
。

Nb．　342　60．1　．10広報噸かマご
　　　　㊨細㊧雪

（7）

日の挿麟鰹懸
　昔は、12月の最後の巳の日には「巳の神様

の年取り」というのを行い、その年の豊作に

感謝をし来年の豊作を祈りました。このとき

は、農作業で使用する箕（み）の中にお膳を入

れて神様に供えるのです。そのとき供えたご

飯は家族で分けて食べ、そうするとお金がた

まると伝えられていました。

消
火
器
の

悪
質
訪
問
販
売
に
ご
用
心

〆惹》x・．　　　　　　　パンヘ入

　　郷士鯉瞬集
　村では、都会の人たちとの交流を図

るとともに、田舎の良さを昧わってい

ただこうと「ふるさと中里の会」を発

足させました。事務局では、会員の中

で希望された人に四季折々の特産物を

送っています。この特産物の発送を一

段と田舎の味わい深いものにするため

に郷土料理の紹介を考えています。

　みなさんが、日ごろつくっている、

いろいろな料理を教えいただきたいと

思います（山菜料理など）。

　どんな料理でもけっこうですから、

紙に料理方法を記入の上、事務局（開

饗≧哲お寄せください・　ノ

▼
こ
ん
な
手
口
に
の
る
な
。

　
奥
さ
ん
、
消
火
器
の
規
格
が

変
っ
た
ん
で
す
よ
お
宅
の
は
古

い
規
格
だ
か
ら
買
い
換
え
て
く

だ
さ
い
。
安
く
し
て
お
き
ま
す
。

　
一
般
家
庭
に
は
、
消
火
器
の

設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ほ
と
ん
ど
の
家
で
備
え
て
い
ま

す
。
今
回
、
消
火
器
の
製
造
販

売
規
定
が
変
り
ま
し
た
が
、
一

般
家
庭
（
設
置
の
義
務
な
し
）

の
消
火
器
は
、
従
来
の
も
の
を

い
つ
ま
で
も
使
用
で
き
ま
す
の

で
、
訪
問
販
売
業
者
の
上
手
な

口
車
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
不
信
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
開
発
課
、
ま
た
は
、
消
防
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

毎
月
十
七
日

　
社
会
保
険
相
談
日

毎
月
一
回
、

油
囎羨あ

ψ毎

卵

ン｛　　へ

今
坪
は
、
つ

ん し

の 耳

　　　ノ
。　多Z

そ
ぢ
？
　 ハ

）

ヰおそ
P勺￥う

’似あい

て葦え
るんぱ

纏一 、
9

ね　　7

　て

4 動疎
7 ’作型

ヤ　　． ヒゼ
・b￥　ヒ

　焼

卿・
蛍　　　　　　　　¢　　）

　　　　、ノ’
ノ

、1も

曾1

ん，
に，

し

9’．

4
　
　
　
　
ζ
髪

ヒつ
こ，の

うザ
とは
δえ，

　る
う
， 潟灘

戸
ハ

を

十
日
町
織
物
組

　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
　
協

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
U

　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
口
口

　
　
　
　
　
　
こ

合
で
行
っ
て
い
る
、
社
会
保
険

定
例
相
談
日
が
、
毎
月
十
四
日

か
ら
十
七
日
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

　
お
気
軽
に
相
談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

新
渇
県
公
立
高
等
学
校

定
時
制
・
通
信
制
課
程

生
　
徒
　
募
　
集

▼
定
時
制
　
十
日
町
高
等
学
校

他
二
十
一
校

▼
通
信
制
　
新
潟
・
高
田
南
城

　
高
等
学
校
の
二
校

　
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
県

教
育
庁
高
等
学
校
教
育
課

（
a
旦
三
⊥
一
千
蓋
二
内
一
一
天
六
四
）

　
十
日
町
高
等
学
校

　
定
時
制
生
徒
募
集

▼
募
集
定
員
　
普
通
科
四
十
名

▼
入
学
学
力
検
査
　
三
月
十
八

　
日
㈲
　
検
査
教
科
「
国
語
」

　
「
社
会
」
「
数
学
」
「
理
科
」

　
「
英
語
」
の
五
教
科
。

▼
出
願
手
続
き
　
在
学
（
出
身
）

　
中
学
校
を
経
て
、
十
日
町
高

　
等
学
校
長
に
提
出
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
高
等
学

校
定
時
制
へ
（
雪
五
〒
三
毛
五
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
　
　
次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議

　
。
会
へ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

田
す

　
球
　
中
里
村
婦
人
連
絡
協
議
会

　
し

ヨ
て
ガ
ラ
ク
タ
　
　
　
　
よ
り
べ
　

　
し

酢
載
三
千
六
百
＋
円
．

　
掲

じ齢瀬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

村
で
は
当
間
山
麓
が
「
レ
グ

の
森
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
当
間
山
麓
を
中
心
と
し
た

観
光
開
発
に
関
す
る
報
告
書
を

基
に
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
ス
キ
ー
場
開

発
に
関
し
て
は
第
三
セ
ク
タ
ー

方
式
で
な
け
れ
ぱ
実
現
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
関
連
企
業
に
当

た
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
十
日
町
市
と

共
同
で
当
間
ス
キ
：
場
を
開

発
し
て
い
る
安
達
事
業
グ
ル

ー
プ
（
安
達
建
之
助
代
表
、
本

社
東
京
）
か
ら
共
同
開
発
の

要
望
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

安
達
事
業
グ
ル
ー
プ
専
務
安

達
政
治
郎
氏
な
ら
び
に
井
手

開
発
部
長
の
説
明
に
よ
り
ま

す
と
、
当
間
山
頂
か
ら
自
羽

毛
（
国
道
三
五
三
号
線
に
結

ぶ
）
に
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
、

塩
沢
町
の
上
越
国
際
ス
キ
ー

場
、
十
日
町
市
の
当
間
ス
キ

1
場
、
当
村
に
で
き
る
ス
キ
ー

場
を
合
わ
せ
て
年
間
二
百
万
人

を
呼
べ
る
日
本
に
類
を
み
な
い

ス
キ
ー
ゾ
ー
ン
に
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
安
達
事
業
グ
ル

ー
プ
は
、
レ
ジ
ャ
ー
部
門
で
は

西
武
、
東
急
に
次
ぐ
事
業
グ
ル

ー
プ
で
す
。

　
十
二
月
二
十
四
日
、
地
元
関

係
者
（
臼
羽
毛
、
た
か
羽
、
市

之
越
、
東
田
沢
、
豊
里
）
へ
の

説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
村
と
し
て
は
、
今
後
、
議
会

関
係
集
落
、
関
係
団
体
と
広
い

視
野
に
立
っ
て
検
討
し
、
態
度

を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

村
民
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

長
野
県
豊
野
駅

と
越
後
川
口
駅
を

結
ぶ
全
長
九
十
六

・
七
棲
の
国
鉄
飯

山
線
。
昭
和
十
九

年
国
鉄
が
飯
山
鉄

道
を
買
収
し
て
運

営
さ
れ
、
今
ま
で

に
地
域
住
民
の
足

の
確
保
と
と
も
に

地
域
の
振
興
に
大

き
く
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
飯
山
線
も
、

昭
和
四
十
年
代
の
高
度
成
長
に

ょ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
車
社
会

に
ょ
っ
て
主
役
の
座
を
奪
わ
れ

利
用
客
が
急
激
に
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。

　
飯
山
線
の
中
で
も
特
に
越
後

田
沢
～
森
宮
野
原
間
の
利
用
客

が
少
な
く
、
一
日
平
均
四
百
三

十
八
人
（
昭
和
五
十
八
年
度
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
を

走
る
列
車
の
本
数
は
、
上
り
下▲鉄道は地域振異に欠

▲念願

り
合
わ
せ
て
十
六
本
で
す
か
ら
、

一
本
に
つ
い
て
た
っ
た
の
二
十

七
人
し
か
利
用
し
て
い
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
越
後

田
沢
～
越
後
川
口
間
を
見
ま
す

と
昭
和
五
十
年
度
に
は
、
一
日

平
均
千
八
百
人
も
利
用
し
て
い

た
の
が
昭
和
五
十
八
年
度
に
は
、

九
百
四
十
三
人
と
約
半
分
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
飯
山
線
全
体
の
、
昭
和
五
十

八
年
度
の
収
支
状
況
は
、
経
営

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
五
十
億

円
の
赤
字
と
な
り
、
百
円
の
収

入
を
得
る
の
に
九
百
五
十
二
円

の
経
費
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
鉄
赤
字
ロ
ー
カ
ル

線
は
、
国
鉄
再
建
促
進
特
別
措

置
法
に
よ
っ
て
、
廃
止
の
浮
き

目
に
合
っ
て
い
ま
す
。
飯
山
線

は
、
バ
ス
路
線
へ
の
転
換
が
困

難
な
路
線
と
し
て
な
ん
と
か
継

続
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
飯
山
線
を
廃
止
か
ら
守
る
た

め
に
沿
線
八
市
町
村
で
輸
送
増

強
促
進
期
成
同
盟
会
を
作
り
、

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
万
一
に
も
飯
山
線
が
廃
止
さ

れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

地
域
振
興
、
観
光
客
の
誘
致
に

も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま

す
。
み
ん
な
で
飯
山
線
を
廃
止

か
ら
守
る
た
め
に
、
利
用
し
ゃ

す
い
ダ
イ
ヤ
編
成
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
大
い
に
利
用
し
ま

　
し
よ
・
つ
。
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も
慧
餌

顎鳶⑪餐認虻驚“
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る

ぞ
”
と
い
う
惰
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

ス
ッ
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

（
六
三
・
二
五
一
一
㊨
二
一
）

ア
レ
ー
二
ん
な
！

　
　
チ
ビ
ッ
子
手
晶
師
に
笑
み

　
十
二
月
十
四
日
、
南
保
育
所

で
と
っ
て
も
楽
し
い
、
お
楽
し

み
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
い
ろ
ん
な
職
業
に
ふ

ん
す
る
な
ど
、
楽
し
い
催
し
と

発
表
会
が
行
わ
れ
、
中
で
も
チ

ビ
ッ
子
手
品
師
は
、
と
て
も
か

わ
い
く
最
高
で
し
た
。

▲お母さんよく見ていてネ

編卿の己ル3窃
　ここは、干溝集落から鹿渡に渡

る飯山線の鉄橋です。この鉄橋の

上からは、東京電力鹿渡発電所と

豊かな信濃川の流れを見ることが

できます。昭和40年代ころまでは

鹿渡地区の人たちの多くが、この

鉄橋を渡って田沢に買い物に来て

いました。

γ㌔4α％．％％％爾〆㌧◎ジr％㌔禦。～4貸η’伊～％。’♂％〆。ヅ㌔’4♂！o

　
　
曳
峯

、
塩
分
を
減
ら
し
健
康
意
臓
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
婦
人
健
康
づ
く
り

厚生大臣表彰に輝く

　上山の井口清一さんは、昭和59

年度食品衛生功労者として厚生大

臣表彰を受けました。井口さんは

昭和38年から自営業のかたわら食

品衛生の仕事にご尽力されてきま

した。井口さんは、現在、十日町

食品衛生協会副会長と中里分会の

会長をやっておられます。

　
お
母
さ
ん
、
あ
な
た
は
家
族

の
健
康
を
考
え
て
台
所
に
立
っ

て
い
ま
す
か
。

　
村
の
健
康
検
診
の
結
果
に
よ

れ
ば
、
受
診
者
千
四
百
四
十
七

人
中
、
一
番
多
い
病
気
が
心
臓

障
害
で
次
い
で
多
い
の
が
貧
血

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
二
年
前
か
ら
婦
人

の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
婦
人
健
康
づ
く
り

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
十
九
日
、
市
之

越
休
養
施
設
で
開
か
れ
た

健
康
づ
く
り
に
は
、
集
落

内
の
婦
人
の
八
○
％
に
当

た
る
二
十
一
人
が
集
ま
り
、

貧
血
予
防
の
料
理
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ク
リ
ー

ム
煮
と
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
他
二
つ

で
す
。
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
日

ご
ろ
鍛
え
た
目
分
量
を
や
め
て

計
量
カ
ッ
プ
や
計
り
で
分
量
を

決
め
資
料
通
り
の
お
い
し
い
料

理
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は

楽
し
い
昼
食
会
を
開
き
な
が
ら

保
健
婦
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の

話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

＄棚灘騨（田沢本村）

出合い……◆58年の2月、石打丸山スキi

　一場で働いていた時、彼女もそこでアi
　ルバイトをしていたんですよ。ワ高校i

　生活最後の思い出に友達と2人でアルi　会うのがとても楽しみでした。
　バイトをしていました。　　　　　　i結婚を決意したのは……◆とてもかわい

第一印象一◆オレ・兄妹が㌧・ないのでiくてそばについていてやりたいと思っ

　妹のような感じでした。ワわたしも兄i　た・ワとってもやさしくしてくれたから。

　ちゃんみたいに感じました。　　　　i農家に嫁いで……ワ実家が農家でないの

デートは……◆彼女が高校を卒業して東i　で不安だけど・伸一さんやお父さん・

　京へ就職したので、月に一回くらいはi　お母さんにおそわってがんばりたいと

　東京に会いに行きました。ワ月に一回i　思っています・◆大丈夫・オレがつい

　か、盆、正月しか会えなかったので・i　ているから。

oリワリワリoりoリワリリリリリoリワリリリワリoリワリワリリリoリワリワリワリワリワリ9リワリワリワリワリ

▲よくかきまぜて一「うんめぞ一」

り鴨ワリワリリリ9㈹り騨ワ㈹リワリワリ9脚脚脚リワリワ㈹㈹り9りり㈹㈹㈹㈹脚りり
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ひ
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D
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ひ
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ゆ
o
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流
雪
溝
使
用
後
は

側
溝
フ
タ
は
必
ず
締
め
て

　
家
の
前
の
除
雪
の
際
、
側
溝

ブ
タ
を
は
ず
し
た
ま
ま
に
し
て

い
る
人
を
見
か
け
ま
す
。

　
夜
間
は
、
足
元
が
見
え
ず
歩

行
者
が
側
溝
に
落
ち
て
人
身
事

故
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
側
溝
ブ
タ
は
必
ず
締
め
よ
う
。

★
流
雪
溝
に
無
理
に
雪
を
入
れ

　
て
水
つ
き
を
起
さ
な
い
よ
う

　
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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消
防
庁
長
官
表
彰
に
輝
く

　
　
　
　
中
里
村
消
防
団

　
清
津
峡
温
泉
雪
崩
災
害
に
、

必
死
の
救
助
活
動
を
展
開
し
た

中
里
村
消
防
団
に
消
防
庁
長
官

表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
十
二

月
二
十
七
日
、
県
消
防
防
災
課

課
長
補
佐
等
が
村
を
訪
れ
、
広

田
消
防
団
長
に
表
彰
状
と
タ
テ

を
手
渡
し
ま
し
た
。

美
し
い
橋
脚
冬
場
安
心

の
ば
ニ
　
　
ざ
わ
　
　
　
が
わ

姥
沢
川
橋
完
成

▲たいへんご苦労様でした

　
倉
俣
地
区
の
人
た
ち
の
共
通

の
願
い
で
あ
っ
た
姥
沢
川
橋
が

完
成
し
、
去
る
十
二
月
七
日
十

日
町
土
木
事
務
所
と
村
関
係
者

が
集
ま
り
、
現
地
で
開
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
橋
は
、
昭
和
五
十
七
年

度
か
ら
着
手
さ
れ
総
工
費
八
千

百
万
円
を
か
け
て
完
成
し
た
も

の
で
、
長
さ
二
十
三
・
八
観
、

全
幅
員
九
屑
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
橋
が
完
成
す
る
ま
で
は

幅
員
が
四
灯
そ
こ
そ
こ
の
曲
り

く
ね
っ
た
狭
い
道
で
普
通
車
同

志
も
す
れ
違
う
こ
と
が
で
き
な

い
上
、
冬
場
は
ス
リ
ッ
プ
事
故

の
多
発
地
帯
と
し
て
恐
れ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
　
こ
の
橋
の
取
り
付
け
に
よ

　
り
芋
川
寄
り
の
山
の
一
部
が

　
削
り
取
ら
れ
ま
っ
す
ぐ
な
大

　
変
良
い
道
路
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
倉
俣
地
区
の
人
た
ち
は
、

　
豪
雪
期
を
迎
え
た
今
、
「
安
心

　
し
て
通
れ
る
」
と
喜
ん
で
い

　
ま
す
。

’『’》｝｝’｛＼
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島田瑳憲迷韻鍵灘擁

百
M
で
二
位
に
な
り
ま
し
た
。
大
会

に
備
え
て
二
週
間
一
生
懸
命
練
習
を

し
ま
し
た
。
先
生
に
「
は
ね
あ
が
ら

な
い
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
の
で
注

意
し
て
走
り
ま
し
た
。

　
走
っ
て
い
る
と
き
は
、
前
の
子
を

抜
け
ば
何
位
だ
と
思
い
な
が
ら
頑
張

り
ま
す
。
お
母
さ
ん
に
「
二
位
に
な

っ
た
よ
凶
と
言
っ
た
ら
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
も
走
る

の
が
強
か
っ
た
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

走しいま備M村　1
つてよしえで内
て走うたて二小
いりに。二位学
るま一先週に校
としと生間な親
きた言に一り善
はoわr生ま陸
’　れは懸し上
前　たね命た大
の　のあ練。会
子ξが習杢の1忍．芳三至三公」

懲蒙羅懸覇譲
　中里中学校の体育館が完成

　昨年の5月から建築が進められてい

た中里中学校の体育館がこのほど完成

しました。

　桔梗原の田原に白い校舎棟と体育館

が完成し、あたりの様相を一変させて

います。体育館の中は、ピカピカのフロ

アーと、更衣室、指導員室、ギャラリー等

が設けられています。新しい校舎・体育

館は、4月の開校を待ち望んでいます。

栃って

ポ

にしさを新

　　　　　　　　　　　ま　▲車に乗つてきた人に酒は絶対だめだよ

　
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
　
被
害

者
、
加
害
者
双
方
に
と
っ
て
い
カ
に

悲
劇
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
ま
す
力

　
十
二
月
二
十
一
日
　
田
中
公
民
館

で
母
ち
ゃ
ん
交
通
安
全
教
室
が
開
か

れ
二
十
人
の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
が
集
ま

り
ま
し
た
。
は
じ
め
に
「
交
通
戦
争

の
か
げ
で
」
と
い
う
映
画
を
見
て
、

飲
酒
運
転
の
悲
劇
を
知
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
田
沢
駐
在
所
佐
藤
巡
査

が
　
見
ぶ
り
手
ぶ
り
で
、
母
ち
ゃ
ん

た
ち
に
交
通
指
導
を
し
ま
し
た
。


